
 

く # 1 3 つ 波動 凹 こ の 閉管 に 垂直 に 単色 光 (波長入 ) を

キーワード 定常波
、
回折格子 、

屈折率 入射すると 回折 格子 として 利用 できた 。

-

閉管内 の 気体 の 疎密が 回折格子になる
D 缸 lの 閉管 の 端で 振動数 fの 原因 とすると

、 格子定数は 前 問の答え となる
。

音波を 発生させる と 腹が k 個 の 定常波 この 回折 格子 を 図 の よう な 直方体 に取り
が できた 。 つけると . 逆側の 端に 明暗の 縞が でき

た 。
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(2) ある瞬間 、
閉管内部のO.鬱に鬱翡籩隳 瑪 一〇. .
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回折格子



 

この とき 長方体の 内部には 理想気体が圧力 が 、
ここで 屈折率が 分子数密度 4に

温度T で 満たされて いて
、
この とき 屈折率 は 依存 し

、
h (f ) = H の f (の は定数)

n. であると する
と 書ける とき

、 明線、 間隔が何倍 に

い 格子定数 より も Lが十分に大きく 、 図 の吹
なった か 答えよ 。 (ボルツマン定数を RBと

の 回折光 を 特徴づける Om が 十分に 小さいとき
、

する)

xm と 払い の 差 を 求めた

が 閉管内の 気体 の 疎密は 時間に 依存するので
、

干渉 縞の 明暗も 時間に依存 する 。
どのよう な時間変化をするか 答えよ 。

(3) 次に 直方体の 内部 の 気体 の 圧力を R 、
温度 を

T. まま と する と 明線 の 間隔が 変化 した 。


